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「９０周年道立図書館まつり」のにぎわいから

大正１５（１９２６）年１１月に、北海道庁立図書館（現在は北菓楼札幌本館として
活用）として札幌市で開館した道立図書館は、今年で９０周年を迎えました。

これを記念し、平成２８年７月３０日（土）と３１日（日）の２日間、９０周年道立
図書館まつりを開催しました。「ワクワクおはなしライブ」や「記念講演会」などさま
ざまなイベントを行い、子どもから大人まで、たくさんの人でにぎわいました。
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北海道立図書館は、大正１５年１１月に札幌市に北海道庁立図書館として開館してから、

今年で９０周年を迎えましたが、この間、世の中で最も大きく変化したことの一つが情報通

信技術であることに異論はないでしょう。特に、最近１０～２０年間の情報化の動きには目

を見張るものがあります。様々な情報のデジタル化の進展と、それを効率的に提供するソフ

トウエアの開発、そして平成２０年代に入ってからのスマートフォンの爆発的な普及は、一

人一人の情報へのアクセスの仕方を大きく変えました。

こうした時代の中で、図書館の役割を考えたとき、私は、表題に「知らないことを知るため

に」と書きました。そのことには、二つの意味を込めています。

一つは、「知りたいことを知ること」です。今日では、インターネットの充実を背景に、ほ

とんどの方が、先ずは情報端末で「知りたいこと」を検索しています。利用者サービスの充実

を図るためには、図書館も、館の規模の大小を問わず、ネット利用への対応はもとより、他館

をつなぐ情報ネットワークへの参加や、貴重な自館資料のデジタル化を進め、よりアクセスし

やすい環境を整えなければなりません。道立図書館も、北方資料のさらなるデジタル化に積極

的に取り組んでいきたいと考えています。

もう一つは、「知らないということを知ること」です。ネット上での膨大な情報の共有は、

私たちに、本当はよくわかっていないことでも知っているつもりにさせる危険性があると指摘

されており、また、同調圧力などから、ネット利用を巡って様々なトラブルも起きています。

「知らないことを知っていると思い込んでいる人より、知らないことを知らないと自覚してい

る人の方が賢い」というソクラテスの言葉は今日にこそよく当てはまるものかもしれません。

高度情報化のメリットを享受しながら、その危険性やトラブルを減らしていくためにも、読

書を通じて、知識をしっかりと吸収し、適切に表現できる活動や、新しい発見と出会い、さら

なる探求につなげていく活動を充実していくことが大切であり、こうした活動の中核を担う公

共図書館・図書室や学校図書館の役割はますます重要になると考えています。

「知りたいことを知ること」では、利用者への迅速な対応といった点で、蔵書数や人的資源

など、館の規模に左右される面もありますが、「知らないということを知ること」では、規模

よりも、例えば、あまり知られていない地域資料の公開や特色ある企画展示の実施、丁寧なレ

ファレンスなど、利用者に働きかけていく運営方法の質が問われるものと考えています。

道立図書館では、今後とも、資料提供や職員研修、運営相談などを通じて、市町村立図書館・

図書室や学校図書館への支援に努め、館相互の連携を一層密にしながら、道内の各地域の方々

に利用して良かったと思っていただけるよう、サービスの質の向上に取り組んで行きたいと考

えています。

「知らないことを知るために」

北海道立図書館長 吉田 一昭

に れ
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■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日）

大正１５（１９２６）年１１月に、北海道庁立図

書館（現在は北菓楼札幌本館として活用）として札

幌市で開館した道立図書館が、今年で９０周年を迎

えました。

そこで、これまでの図書館のあゆみを振り返り、

道民のみなさまに楽しんでいただけるさまざまなイ

ベントを、２日間で開催しました。ここまでのイベント内容を盛り込んだことはかつてなく、

多くの来館者にご参加いただくことができました。

実施した各事業は次のとおりです。

◆◆◆ ３０～３１日両日実施したイベント ◆◆◆

【ワクワクおはなしライブ】

■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日）

    両日とも１１：３０～、１３：３０～、１４：３０～の３回ずつ

■場 所：１階学習スペース

「ひとりも参加しなかったらどうしよう……。」

実は前日、不安でいっぱいでした。もし、参加

者ゼロだったら、ボランティアでご協力いただく

風の子文庫の片桐亜結子さんや、読み聞かせに向

けて練習を重ねる男性職員の皆さんに申し訳ない

……。ああ、どうしよう……。

そんな思いで迎えた当日、参加した子どもたちは思い思いに、おはなしの世界を楽しんでい

ました。とりわけ、２日目のライブは、片桐さんのおはなしに子どもたちもグイグイ引きつけ

られ、大いに賑わっておりました。

一方、男性職員による読み聞かせ－。ワイシャツ・ネクタイの「おじちゃん」にちょっと驚

いて、固唾を飲んで（？）見つめる子もいれば、照れながらも楽しそうにしりとりに参加する

子もいて、こちらも温かいひとときとなりました。男性の声の読み聞かせっていいものだなと、

９０周年道立図書館まつり

事業報告
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改めて感心した次第です。今回、初めて読み聞かせを

して、その奥深さにすっかりはまってしまった職員も

おります。絵本の魅力って、本当にすばらしいですね！

このライブに参加した保護者の方から「道立図書館

って初めて来たけど、こんなに絵本があるんですね！」

という声をいただき、心の中で、思わずガッツポーズ

をいたしました。

【ちょこっとお見せします。ｍｉｎｉ書庫ツアー】

■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日）

    両日とも１０：３０～、１１：３０～、１３：３０～、１４：３０～の４回ずつ

■場 所：１階エントランス（集合）

普段は入れない図書館の書庫を道立図書館の歴

史を振り返りつつ案内するｍｉｎｉ書庫ツアーを

開催し３０日に１９名、３１日には３１名にご参

加いただきました。第１書庫では大正１５年の開

館当初から昭和２４年までに受け入れた資料を収

めた旧分類資料、江別市への移転のきっかけの一

つとなった栗田文庫、北方資料室の書庫を紹介し、

第２書庫では新聞・雑誌のバックナンバーを紹介

しました。テレビ小説「とと姉ちゃん」の人気を

反映してか『暮しの手帖』のバックナンバーや、

自分の生まれた日の新聞などそれぞれ気になる資

料をご覧になっていました。

【見て！大型えほん】

■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日） 両日とも終日展示

■場 所：１階えほんコーナー

今回の図書館まつりでは、「見て！大型えほ

ん」と題して、研修室前の小上がりスペースに

当館所蔵の大型絵本を展示しました。大型絵本

とは、通常に販売されている人気の絵本を、多

数の参加者を前にした読み聞かせのために拡大
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して製本した、巨大な絵本です。普段訪れる本屋さんでは、まず目にすることはありません。

来館者の中には、大型絵本を初めて見たという方も多く、その迫力に驚きの様子。次々と手

にとっては、一緒に来館したお父さんやお母さんに「読んで！」とせがむ子どもたちの姿も目

につきました。

また、気に入った大型絵本を借り出す親子もちらほら。大きな絵本を自分一人のために、お

母さんに（お父さんに？）読んでもらうのも楽しいですね。

今回展示した大型絵本は、他の本と同じく貸し出しています。いろいろなイベントや、時に

は家庭での読み聞かせに使ってみてはいかがでしょう。

【ブックシェアであなたの本を届けよう】

■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日） 両日とも１０：００～１６：００

■場 所：正面玄関横

「ブックシェアであなたの本を届けよう」と題して、本をリサイクルして必要な人へ届ける

活動などを行っている「一般社団法人北海道ブックシェアリング」との協力事業を行いました。              

正面玄関横の特設コーナーには、リサイクル本を

投函する特大のブックポストを用意したほか、パネ

ルによる「北海道ブックシェアリング」の活動紹介

も行いました。このため、１日目に来館されて、活

動に興味を持たれた方が２日目に本を持参される場

合もあり、寄せられた延べ３００冊もの本を後日北

海道ブックシェアリングへお渡しすることができました。

活動紹介パネルには、多くの方が足を止めて下さり、本を提供いただいた方を始め多くの方

に活動をお知らせすることができ、パネルをご覧になった方から「今度は自宅にある本をブッ

クシェアリングに提供しますね」といった声もいただきました。

同時に９０周年を記念し、本集めにご協力いただいた方や来館された方に向けた当館のリサ

イクル図書コーナーを設けました。このコーナーでは、当館の支援活動用資料と呼ばれる、道

内市町村立図書館(室)等への貸出専用本のうち、長年利用され役目を終えた約１，３００冊を

並べ、一人５冊までの無料配布を行いました。「子どもの頃に読んだ本で、懐かしい。出会えて

嬉しい」との声や、当館で借りた本に加えてこのコーナーで出会った本を持ち帰る様子が見ら

れました。
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【道立図書館のあゆみパネル展「道民とともに、図書館とともに」】

■日 時：平成２８年７月３０日（土）～３１日（日） 両日とも終日展示

■場 所：階段横特設展示コーナー

道立図書館の歴史とともに北海道の歴史を振り返るパネル展を開催しました。大正１５年、

札幌市で誕生した北海道庁立図書館時代から、改称・移転を経た現在の北海道立図書館まで、

写真パネルで歴史をたどりました。また、エントランスホールと北方資料室前の２か所で関連

資料を展示しました。

【関連資料展示】

1 「道立図書館と北海道の９０年 ～あの日・あの頃～」

期間・会場：７月５日（火）～８月３０日（火）１階エントランス展示コーナー

2 「北海道のあゆみとどさんこ豆知識」

期間・会場：７月３０日（土）～８月３０日（火）中２階北方資料室前特設展示コーナー

◆◆◆ ３０日に実施したイベント ◆◆◆

【楽天いどうとしょかんｉｎ道立図書館】

■日 時：平成２８年７月３０日（土） １０：００～１６：００

■場 所：玄関前

３０日、当館正面玄関前にて、「楽天いどうとしょかん

ｉｎ道立図書館」と題し、楽天株式会社との協力事業と

して、移動図書館車「楽天いどうとしょかん」の図書閲

覧と電子書籍体験を行いました。「楽天いどうとしょか

ん」は楽天株式会社のＣＳＲ活動の１つで、復興支援と

道立図書館のあゆみパネル展「道民とともに、図書館とともに」 「北海道のあゆみとどさんこ豆知識」
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教育振興を目的に福島での運行が開始され、現在は活動

地域を全国へ拡大しています。普段は学校や幼稚園など

で貸出しをしている移動図書館車内には、子どもたちが

楽しめる児童書や図鑑、絵本、保護者向けの料理本など

が並んでおり、子どもたちを始め、たくさんの方に見て

いただき、他のイベントを楽しみつつ何度も訪れ、楽し

そうにいろいろな本を読む子もいました。

併せて、電子ブックリーダーＫｏｂｏによる電子書籍

体験コーナーも設けられ、こちらは大人の方の来場が多

く、「紙の本が好きだけど、重いのが大変。このようなも

のがあるのですね」との声や、実際の操作を思い思いに

体験されていく様子が見られました。

【道立図書館９０周年記念講演会

「道立図書館が江別に移転したころ ～昭和４０年代が歴史になる～」】

■講 師：元江別市情報図書館長 佐々木孝一氏

■日 時：平成２８年７月３０日（土） １４：００～１６：００

■場 所：１階研修室

この度の記念講演会を開催するにあたり、図書館や周辺地域に詳しい方に、この９０年を回

顧していただくような話をしていただきたいと考えました。そこで、図書館にも明るく、『新江

別市史』の編纂にあたるなど、豊富な歴史の知識もお持ちの、元江別市情報図書館長である佐々

木孝一氏に記念講演をお願いしました。

講演では、９０年の歴史の中でも、

この江別に道立図書館が移転してき

た時期にスポットをあてていただき

ました。過去に道立図書館で発行し

た『４０年史』と『５０年史』の読

みときから始まり、当時の新聞記事

などの豊富な参考資料を添付してい

ただき、報道資料にみる移転時のこ

とや、その１０年後、そして現在を回顧していただきました。また、写真のスライドも用意し

ていただき、聴覚と視覚、そして記憶にうったえかける、すばらしい内容の講演となりました。
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【北菓楼協賛 札幌本館限定チョコサンドクッキー「北海道廰立圖書館」特別販売】

■日 時：平成２８年７月３０日（土） １０：００～１６：００

■場 所：１階エントランスホール

旧北海道庁立図書館を、現在「札幌本館」

として店舗活用している北菓楼さんにご協力

いただき、札幌本館の限定販売である、その

名もチョコサンドクッキー「北海道廰立圖書

館」を中心として、お菓子の特別販売ブース

を設置しました。

古い皮表紙の本をイメージした、茶に金文字のパッケージも目を引き、「北海道廰立圖書館」

は午後には完売してしまいました。そのほかのお菓子も営業終了の１６時までよく売れたとの

ことです。

北菓楼札幌本館では、旧北海道庁立図書館当時の外観と、旧正面玄関から２階へ上がるエン

トランス・階段を見ることもできます。ぜひ一度足をお運びください。

◆◆◆ ３１日に実施したイベント ◆◆◆

【サイエンスカーがやってくる！】

■日 時：平成２８年７月３１日（日） １０：００～１２：００、１３：００～１６：００

■場 所：玄関前

道立図書館がある江別市の文京台地区には、道立食品加工研究センター、道立埋蔵文化財セ

ンター、そして敷地に隣接する道立教育研究所の各施設があります。今回の記念事業では、図

書館の隣接する教育研究所・理科教育センターの協力により、実験機材を満載した大型バス「サ

イエンスカー」の体験試乗会「サイエンスカーがやってくる！」と、同センターの教材をお借

りしたペットボトルロケット（水ロケット）の打ち上げ体験会「青空体験教室ペットボトルロ

ケットを飛ばそう」を行いました。

二つの体験会は、３１日のみの１日限りの開催でしたが、１週間降り続いた季節はずれの長

雨も前日には止み、当日は、朝から多くの親子連れが詰め掛け、サイエンスカーの体験会では

整理券を発行することになるなどの盛況となりました。

サイエンスカーは、道内にある小規模の小学校および中学校の児童・生徒を対象に理科の観

察、実験を行う移動理科教室に使われている、科学設備を搭載した展示自動車です。本年４月

に登場した白いボディに鮮やかなレインボーカラーをまとった最新型のサイエンスカーは９０
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周年事業で来館された多くの方と子どもたちの注目を浴び、車内ではドライアイスや静電気を

利用したさまざまな実験、３Ｄ映像の体験を行うことができ、理科教育センターの係員の説明

に興味深そうにうなずく姿が見られました。

さらに当日は、ソーラーパネル（太陽電池）

と燃料電池を動力源とするハイブリッド実験車、

その名も「クワガタ号」の体験試乗会が行われ

（理科教育センターの係の方によると「当日は

くもりがちだったため、燃料電池による走行が

多かった」とのこと）、クワガタのはさみ（あ

ご？）を動かしながら前庭をユーモラスに動くクワガタ号に歓声があがりました。１日だけで

したが、サイエンスカーには１３６名、クワガタ号には７３名もの多くの方が体験試乗されま

した。

【青空体験教室ペットボトルロケットを飛ばそう】

■日 時：平成２８年７月３１日（日） １１：００～、１３：００～の２回

■場 所：１階えほんコーナー前庭

暑い夏空を吹き飛ばそうと企画したのがお

なじみのペットボトルロケット（水ロケット）

の発射実験会です。なじみのあるペットボトル

を利用しますが、推進剤の水を圧縮空気で押し

出す原理は本物のロケットそのものということ

で、水しぶきに歓声を上げながら迫力ある発射実験に多くの子どもたちが興奮していました。

午前、午後の２回の体験会には４５名の方が体験しました。

【読んで！理科読おすすめ本】

■日 時：平成２８年７月３１日（日） ９：００～１６：００

■場 所：正面玄関横

科学に興味を持つ子を育てるために行われてい

る「理科読」（みんなで理系の本を読もう！という

取組）。多くの理系本から、子ども向けの楽しい本

を選りすぐった「理科読おすすめ本リスト」（作成

は北海道立教育研究所と道立図書館が協力して担

当しました）をもとに、そこに掲載されている本を展示しました。
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宇宙の謎から植物の育て方、人体のしくみや身近な昆虫の生態まで、奥深い科学の世界に誘

う「理科読」本に、子どもたちは興味しんしん。中でも図鑑類などは大人が読んでも引き込ま

れる内容の本も多く、自分の方が熱心に読書してしまうお父さんお母さんも多かったようです。

科学技術の進歩は、これからの世界を豊かにしていくための大きな鍵となります。理科読で

育った子どもたちが、今後、大きな仕事を成し遂げるかもしれません。

子どもたちの読書というと、どうしても「小説」や「童話」を思い浮かべてしまいますが、

図書館には理系の読み物もたくさんあります。ぜひご利用ください。

【「ぶっくん」ｉｎ道立図書館】

■日 時：平成２８年７月３１日（日） ４回登場

■場 所：館内各所

２日目の３１日には、北海道教育委員会の朝読・家読

イメージキャラクター、「ぶっくん」が道立図書館に遊び

に来てくれ、各イベントを盛り上げてくれました。

１回目は、午前中最後のｍｉｎｉ書庫ツアー。ツアー

最後の館長室での記念撮影に、ぶっくんが入ってくれました。ツアー参加者に加えて、ワクワ

クおはなしライブ参加の子どもたちも思い思いのポーズで親御さんたちがパシャリ。大変盛り

上がりました。

２回目は、午後最初のペットボトルロケットを飛ばす会場に登場。子どもたちはぶっくんと

ハイタッチして会場入りしていきました。

３回目は、１４：００頃の玄関前。サイエンスカーの会場に来ていた人たちと交流しました。

４回目は、最後のワクワクおはなしライブの回。司会の職員による紹介後、ゆっくりゆっく

りスロープを移動してきたぶっくんと、おはなし会参加の子どもたちの撮影会になりました。

子どもたちは、意外と大きなぶっくんにびっくりしながらも、喜んで仲良くしてくれていた

ようでした。

このように、２日間でさまざまな事業を行い、７月３０日（土）に９４０名、３１日（日）

に１，１２５名にご来館いただきました。

道立図書館は研究や調査を目的に来館される方が多いのですが、どちらかというとファミリ

ーは少なめなので、これをきっかけに、できれば小さなお子様連れの方など、いろいろな方に

道立図書館を利用していただき、身近に感じていただきたいと願っております。皆さん、ぜひ

お越しください！！      （９０周年事業プロジェクトチーム）
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この研修会は、図書館活動に必要な基本理念

の理解及び基礎知識の習得を図ることを目的に、

道内の公立図書館、公民館図書室、学校図書館

等に勤務して１年未満の職員を対象として実施

しています。今年度は定員５０名に対し４８名

の参加をいただきました。

北海道立図書館職員のほか、道内の図書館で

活躍する職員を講師として迎え、図書館員とし

ての心構えや、図書館現場の基本的な技術を学

ぶ機会となりました。

また、事後課題のレポートを作成することで、

各職場に戻ったあとの研修内容の定着を図って

います。

■期  日：６月２日（木）～３日（金）

■会  場：北海道立図書館研修室

■参加人数：４８名

■日  程：

【１日目】

講義「図書館サービスの基礎」 北海道立図書館利用サービス課企画主幹（レファレンス） 工藤 嘉一

講義「資料収集」                奈井江町図書館司書 栗原 真実 氏

情報交換             北海道立図書館企画支援課主任 森定 理恵

【２日目】

講義「著作権法 入門編」        北海道立図書館資料課主任 阿部 かおり

講義・演習「児童サービス」          由仁町ゆめっく館司書 池田 聡美 氏

講義「カウンターの仕事」          音更町図書館図書係長 加藤 正之 氏

講義・施設見学「道立図書館の使い方」 北海道立図書館北方資料課主任 丸子 裕

■事後アンケートから

・基礎知識の研修として大変参考になりました。

・通常業務におわれ、基礎を学ぶ場所がなかったので、短い時間の中で関係している法律

などの一覧や他の図書館の人の話を聞くことができて良かったです。

・どの講義にも、職場に戻ったら実践してみようと思うことがありました。

・他の市町の図書の現状や工夫を知る事が出来てとても良かったです。近隣の市町の図書館

をもっと訪れてみたいと興味を持てた研修内容です。

（企画支援課）

平成２８年度全道図書館新任職員研修会

事業報告
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道内各公立図書館、公民館図書室等に勤務する中堅職員に対し、図書館経営・企画能力の向

上、変化する図書館ニーズに対応できるスキルの習得を図ることを目的に、毎年研修会を開催

しています。今年度は、高度化・多様化す

る利用者の要望への対応や、地域住民の学

習活動を支援する機能の充実のため、「現場

で役立つ」をキーワードに、図書館のリス

ク対策、利用者と資料を結びつけるパスフ

ァインダーの活用、資料提供のためのレフ

ァレンス、地域資料のデジタル化について

理解を深める内容とし、講義やグループワ

ークなどを行いました。

パスファインダー作成についての具体的な方法を学ぶ講義・演習、地域資料のデジタル化の

事例紹介・登録方法の実演など、実践的なプログラムは参加者からも好評でした。

■期  日：７月７日（木）～８日（金）

■会  場：北海道立図書館研修室

■参加人数：２６名

■日  程：

【１日目】

講義・演習「サピエ及び国立国会図書館視覚障害者等用データ送信サービスについて」

              北海道立図書館利用サービス課主査 陶久 郁子

講義「図書館の人的トラブル事例からカウンター対応を考える」

北海道立図書館利用サービス部長 伊藤 信彦

グループ討議「こんな時どうする？～わがまちの図書館のリスク対策～」

    北海道立図書館企画支援課長 桑原 裕子

【２日目】

事例紹介・演習「滝上町図書館デジタル化の取り組みについて/地域資料デジタル化の実際」

滝上町図書館図書係長 辻 めぐみ 氏

北海道立図書館北方資料課主査 小川 靖子

講義「様々な利用者に対応するレファレンスサービス」

北海道立図書館利用サービス課長 宮本 浩

講義・演習「パスファインダーの活用と図書館のＰＲについて」

北海道武蔵女子短期大学准教授 木村 修一 氏

■事後アンケートから

・これからの図書館運営にあたって、大変ためになる研修でした。今まで遠まきに考えていた
地域資料・パスファインダーに光が見えました。
・今後の実務において、大変参考となる研修でした。            （企画支援課）                  

平成２８年度全道図書館中堅職員研修会

講義・演習

「パスファインダーの活用と図書館のPRについて」

事業報告
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■期 日：６月４日（土） 会場：研修室、第１書庫

今回開催した書庫ツアーは、２０名の参加でした！

北方資料室では、北海道・旧樺太・千島などの資料を収集しています。今回は、普段は入る

ことのできない書庫を巡り、資料を広く活用していただくための入門的なツアーです。

まずは研修室で北方資料の収集や北方資料室の役割といった概要の説明を行った後、最初に

第１書庫２層の書架を案内し、展示した地図類、すごろく、ふるさとカルタなどについて説明

しました。『福島中佐 郡司大尉遠征寿悞録』『蝦夷国全図』など、珍しい資料に皆さん興味津々

な様子。また、ふるさとカルタは留萌管内のオリジナル花札で、その名も『萌か留た（もえか

るた）』！留萌管内の名産品などが描かれたユーモラスな図柄に、思わず見入っていたようです。

次の１層ではマイクロフィルム、パンフレット、市町村勢要覧、雑誌等の配架資料について

説明し、実際に何点かの資料を紹介しました。洞爺丸沈没を報じた号外の復刻版を見て、当時

の思い出を語り合い、まさに「タイムトリップ」した瞬間でした。

最後の地層では、電話帳、札幌オリンピック資料、新聞原紙等の貴重な北方資料について説

明をしました。札幌オリンピックのグッズの数々に、皆さん、懐かしさを感じていたようです。

ツアー中は、参加者から資料の整理の仕方、紹介した資料の歴史的背景等についてなど、さ

まざまな質問が出ただけではなく、時折笑いがあふれ

るなど終始和やかな雰囲気で進みました。終了時に行

ったアンケートも概ね好評で、「道立図書館の役割が

わかった。」「説明が丁寧でよかった。」「どういう資料

が収集されるかがわかった。」といった今後の利用に

繋がる感想のほか、「展示資料を増やしてはどうか。」

といった希望の声も上がりました。開催してほしい事

業についても多くの御意見をいただいたので、今後の

参考にしていきたいと思います。リピーターも多いツ

アーです！未体験の皆さん、ぜひ参加してみてはいか

がでしょうか？          

（北方資料課）

平成２８年度 北方資料室書庫ツアー

「あなたもタイムトリップ～北方資料の世界～」

事業報告



（利用サービス課 北方資料課）
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道立図書館の創立９０周年に合わせて、次のとおり新しいコーナーを設置し、開架スペース

（本を自由に手に取れる場所）を拡大しました。

■ 子ども向けの本のコーナーをリニューアル

○「えほんコーナー」：１階の旧児童コーナーの絵本を２，５００冊から８，０００冊へ拡

大し、「えほんコーナー」としてリニューアルしました。小上がり（靴をぬいでくつろげる

スペース）も設け、子どもから高齢者まで楽しめる絵本の世界を創出しています。

○「子どもの本コーナー」：旧児童コーナーに並べて

いた絵本以外の児童書に加え、書庫に収めていた子

ども向けの調べものにも役立つ本や読み物をまとめ

た「子どもの本コーナー」を２階の一般資料閲覧室

横（旧図書館学資料閲覧室）に開設しました。開架冊

数は６，７００冊から１６，３００冊へ拡大し、南側の窓際には庭を眺めながら読書がで

きる閲覧机を配置して、ゆとりとくつろぎの空間を拡充しました。

■ 一般資料の開架スペースを拡大

○「文庫・新書コーナー」：旧視聴覚室を、一般資料の「文庫・新書コーナー」として開放

しました。一般資料閲覧室にあった新書と書庫に収めていた文庫の中から、この５年以内

に刊行されたものを中心に、すべての分野を６，０００冊配架しています。

○「読書案内コーナー」「学校図書館支援コーナー」：１階エントランスに、子育て世代の

読書活動支援のため、おすすめの絵本ガイド等、本選びの参考になる本を「読書案内コー

ナー」としてまとめました。また、学校図書館の運営や読書指導に役立つ本をまとめた「学

校図書館支援コーナー」を開設しました。

■北方資料の開架スペースを拡大

○「北方資料コーナー」：北海道在住作家等の文学作品や北海道等が舞台となっている作品、

子ども向けの読み物などを並べました。北方資料閲覧室内も書架を増設し、開架冊数を合

わせて４，０００冊から９，０００冊に拡大し、閲覧や調べもの等の利便性を高めました。

これらの新コーナーの開設により、旧図書館学資料閲覧室は「図書館学資料室」として、

１階の旧児童書庫に移設しました。また、一般資料閲覧室の書架（本の棚）表示も北海道の

緑の大地と広い青空をイメージする分かりやすいものを作成し取り替えました。

今後も、利用しやすい環境づくりの創意工夫に努めていきます。

開架スペースの拡大 ～より利用しやすい図書館へ～



事業名 開催日 開催場所 概要 参加数 備考

1
平成２８年度北海道図書館振興
協議会第１回理事会・総会

平成２８年４月２１日
札幌市

（札幌市中央図書館）
北海道図書館振興協議会理事
会、総会及び講話

３６名
講話講師：森　　茜　氏
（日本図書館協会理事長）

2
こどもの読書週間特設展示「大
型絵本１００」

平成２８年４月２３日
　　　　　  ～５月８日

北海道立図書館
当館所蔵の大型絵本の紹介、
展示

－

3
平成２８年度北海道読書推進運
動協議会総会

平成２８年５月２６日
札幌市

（かでる２・７）
平成２７年度報告、平成２８年
度計画など

７名

4 全道図書館新任職員研修会
平成２８年６月２日
　　　 　 ～６月３日

北海道立図書館
道内の図書館等勤務１年未満
の職員を対象とした、新任職員
向け研修

４８名

5
北方資料室書庫ツアー
「あなたもタイムトリップ～北方資
料の世界～」

平成２８年６月４日 北海道立図書館
北方資料を広く活用していただ
くための入門的なツアー

２０名

6
平成２８年度第１回北海道図書
館連絡会議

平成２８年６月２９日 北海道立図書館 各団体情報交換ほか ５名

7 全道図書館中堅職員研修会
平成２８年７月７日
　　　 　 ～７月８日

北海道立図書館
道内の図書館等勤務3年以上
の職員を対象とした、中堅職員
向け研修

２６名

8
「てくてく、ぺったん！かるちゃる
スタンプラリー★」

平成２８年７月１６日
　　　 　 ～８月２１日

北海道立図書館

かるちゃるnet参加施設を巡る
スタンプラリーイベント
（かるちゃるnet参加施設のうち
９館が参加）

－

かるちゃるｎet
（文化施設連絡協議会）
http://www.hm.pref.hokkai
do.lg.jp/cultual-net/

9 ９０周年道立図書館まつり
平成２８年７月３０日
　　　 　 ～７月３１日

北海道立図書館

開館90周年を記念して、これま
での歩みを振り返り、多くの参
加者を迎えて各種事業を実施し
た。

２，０６５名
入館者　３０日　９４０名
　　　　　 ３１日　１，１２５名

10
学校図書館講座（前期）「学校図
書館活用術」

平成２８年８月４日 北海道立図書館

教職員や学校図書館関係者を
対象とした、道立図書館を含む
図書館の活用方法についての
研修

６２名

11
光の広場パネル展
（かるちゃるnet主催事業）

平成２８年８月１１日
　　　 　 ～８月１４日

札幌市
（サンピアザ　光の広場）

かるちゃるnet参加施設の紹介
パネル展

－

かるちゃるｎet
（文化施設連絡協議会）
http://www.hm.pref.hokkai
do.lg.jp/cultual-net/

12 第５８回北海道図書館大会
平成２８年９月８日
　　　 　 ～９月９日

札幌市
（北星学園大学）

特別講演、分科会、ブース展示
等

２２５名

特別講演講師：鈴井亜由
美氏（株式会社クリエイ
ティブオフィスキュー代表
取締役）

13
北方資料コレクション紹介と書庫ツ
アー　～北越殖民社関係資料～

平成２８年９月１０日 北海道立図書館
「北越殖民社」コレクションを書
庫の資料とともに紹介するツ
アー

２３名

平成２８年度上半期事業一覧
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